




























































































































































■.㌔ ＼用法別 ＼ 形式別＼--＼ 刪ﾓ見判断表示 刳?]意志表示 剔轟v 
ト思う 俾?(檠??42 涛b綯R? ?紕R?65 シナリオ cR?2.7% ?2?.3% ?s?
小計 ???4.5% ??5.5% ?#R?
ト思っている 俾?(檠?? ?偵"R?7 都?３?4 シナリオ 湯 9.1% ?B?0.9% ?2?




























































































この基本的な意味用法から､ ｢一般論と相違する可能性のある認識｣ (ll)､ ｢現実と相違する可能
































































宮崎和人(1999) ｢モダリティ論から見た『～と思う』｣ 『待兼山論叢　日本学編』 33　大阪大学文
学会
柳沢浩哉(1992) ｢シテイル形式の報告性｣ 『地域文化研究』第18巻　広島大学総合科学部紀要Ⅰ
論文審査結果の要旨
本論文の目的は､日本語教育において特に正しい用法の習得が難しいとされる思考動詞､その中
で｢思う｣とそのテイル形式｢思っている｣の形を取り上げ､その高頻度で広範囲にわたる用法を
認知言語学の事態把握の観点から分析し､コーパスの調査を通して実証的に解明することである｡
思考動詞｢思う｣と｢思っている｣の使い分けに関する研究は､アスペクトの観点からの分析を
中心に多く存在するが､本論文は､その1 -3章において､先行研究のアスペクトの観点による説
明だけでは扱い切れない数多くの用例が見られ､個人的な認識を表す文脈での用例を中心に存在す
るという重要な指摘をしている｡また､事態把握の概念を中心に認知言語学の理論を簡潔にまとめ
紹介し､本論文の分析の理論的基盤を明確に論述している｡
続く4章では､ ｢テイルの報告性｣という主張を取り入れて認知言語学の事態把握の観点から
｢思う｣の2表現の基本的意味を新たに定義し､先行研究で説明不可能であった用例も含めて体系
的にその用法を解明することに成功している｡
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5章では､両形式の使用に関して､日本語母語話者の自然談話資料(自然会話コーパス及びドラ
マのシナリオの会話部分)を用いてその多様な用法の実態を整理･把握し､本論文の論点を検証し､
またより明確にしている｡前後の文脈を含めた詳細な分析を通じて､普遍的思考認識を表す表現で
は｢思う｣が人称制限なしで使用されることなど重要な発見をしており､母語話者の直感や内省的
観察に基づいた従来の日本語学の分野の研究とは一線を画する新規性を示している｡
6章ではさらにインターネットや新聞記事などから記者会見やインタビューでの｢思っている｣
の用例を採集･分析し､先行研究の間で一見対立する指摘がなされている｢話者の信念･思い込み｣
｢聞き手への配慮･丁寧さ｣といった語用論的効果に関しても論及している｡語用論的効果は､発
話者の発話意図と聞き手の捉え万による前景化･背景化の違いにもとづくものとして､ ｢思ってい
る｣の意味･語用論的機能の体系的な説明を可能としている点は､日本語学および一般言語学の分
野へのオリジナルな貢献として高く評価できる｡
このように､本論文は執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示している｡よって､本論文は､博士(国際文化)の学位論文として合格と認める｡
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